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概要 
インストール  

キーボード 

1. 最初にコンピュータの電源を切ります。 

2. コンピュータの背面からキーボードケーブルを抜きます。 

3. スキャナにインターフェースケーブルを接続し、キーボ

ードコネクタをコンピュータに接続します。キーボードを

スキャナからのもう一方のコネクタと接続します。 

4. コンピュータの電源を入れます。 

  

RS-232 

1. コンピュータの電源を切ります。 

2. スキャナにインターフェースケーブルを接続し、電源ア

ダプタをケーブルの DC ジャックに接続します。 

3. シリアルコネクタをコンピュータ背面のシリアルコネク

タに接続します。コネクタを二つのネジでしっかりと止め

ます。 

4. 電源アダプタをコンセントに差し込みます。 

5. コンピュータの電源を入れます。 

 

USB 

USB ケーブルをスキャナと PC に接続します。 

Windows は自動的に USB デバイスを検出します。 
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各バーコードの標準設定は以下の通りです。 

 

読み取り

可能 コード 

MZ320 

チェックサム

検証  

可能 

チェックサム

送信 

可能 

コード

ID

UPC-A ○ ○ ○ A 

UPC-E ○ ○ ○ E 

EAN-13 ○ ○ ○ F 

EAN-8 ○ ○ ○ FF

Code-39 ○   ＊

Interleaved 

2 of 5 
○ ○  i 

Industrial 

2 of 5 
 - - i 

Matrix 2 of 5    B 

Codabar    % 

Code-128   ○ ○  # 

Code-93  ○  & 

Code-11  ○ 1 桁  O 

MSI/Plessey  ○  @ 

UK/Plessey  ○  @ 

Telepen    S 

Standard 2 of 5  - - i 

China Post    t

Italian 

Pharmacy Code.
   p 

PDF417 ○    
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MZ320 プログラミング 

MZ320 をプログラムするには、一連のプログラミング用バー

コードを順番にスキャンします。本マニュアルの最後には英

数字のバーコードがあり、これらはオプションを選択するた

めに使用します。 

  

各オプションをプログラミングするには、以下

のように行います: 

1. パラメータ設定セクションのプログラムバーコードをス

キャンします。 

2. オプションバーコードをスキャンしてオプションモード

を入力します。(パラメータ設定セクションにあります。) 

3. オプションバーコードの右側に、必要な英数入力がリスト

されています。最終ページの数値入力バーコードをスキャ

ンします。上記のステップを確認するために、最終ページ

にある入力終わりバーコードをスキャンする必要があり

ます。 

4. プログラムが終了したら、各パラメータ設定セクションの

右下角にある終了バーコードをスキャンします。 
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オプションバーコード オプション 英数入力 

 

インターフェース

選択 

キーボード 

RS-232 

USB 

キーボード/RS-232

自動検出 

予約 

00＊ 

01 

03 

04 

 

05 

 プログラム 

終了

プログラムバーコード 

オプションバーコード 

終了バーコード 
最終ページ

入力終わりバーコー
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終了

インターフェースの選択 
 
このデコーダ内蔵スキャナは、キーボードウェッジ、RS232 

シリアルウェッジ、そして USB インターフェースをサポー

トしています。ほとんどの場合、ケーブルに対応したデバイ

スのコードを選択すると指定したインターフェースが動作

します。 

 

インターフェース選択: 工場から出荷されたインターフェ

ースを他のタイプのインターフェースに変更することがで

きます。他のケーブルと付け替え、インターフェースを設定

すると、スキャナは他のインターフェースになります。しか

し、どのケーブルが必要かを確認する必要があります。  

 

キーボード/RS232/UBS 自動検出: この機能を設定すること

によって、キーボードウェッジ、RS232 または USB を自動的

に選択します。 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

インターフェース 

選択 

キーボード 

RS-232 

USB 

キーボード 

/RS232/USB 

自動検出 

予約 

00  

01 

03 

 

04＊ 

 

05 

  

 

 

 プログラム 

ノート:＊-標準値
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終了

キーボード 
 
キーボードインターフェースでは、スキャナはほとんどの PC

や IBM ターミナルをサポートしています。インストールはソ

フトウェアやハードウェアの変更なしにたいへん簡単に行

うことができます。 

 

キーボードタイプ: ホストコンピュータのキーボードコネ

クタの種類を選択します。スキャナは適当なホストインター

フェースケーブルが選択されなければなりません。 

 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

キーボードタイプ 

IBM AT, PS/2 

予約 

予約 

予約 

予約 

予約 

予約 

00＊ 

01 

02 

03 

04 

05 

06 

 

 

 

 

 
 
 

 プログラム 
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キーボード 
 
キーボードレイアウト: 英語キーボードレイアウト以外に

多数のキーボードレイアウトを選択することができます。最

初にどの国のキーボードレイアウトを選択するかを確認す

る必要があります。 

 

キーボード速度: ホストコンピュータとマッチするスキャ

ナの出力速度を変更することができます。通常、速度が速い

場合は、 00 または 01 をセットします。バーコードのある

出力文字が失われる場合、ホストのキーボード速度に合うよ

うに 05 または 06 をセットする必要があります。 

 

ファンクションキー:  有効にセットすると、スキャナはバ

ーコードデータが ASCII 0116 から 1F16 を含んでいるとアプ

リケーションプログラムでファンクションキーを押したと

してコードを出力します。 82 ページの ASCII コード表をご

覧下さい。 

 

数字キー: アプリケーションプログラムがキーパッドの数

字コードだけを受け取る場合、 数字キーパッド を選択しな

ければなりません。スキャナは、数字を読んだときに数字キ

ーパットが押されたとしてコードを出力します。(キーパッ

ドはキーボードの右側にあり、Num Lock コントロールキー

がオンになっています。) Alt+キーパッド が選択されると、 

Caps Lock と出力は別になります。 

 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

米国 

ベルギー 

00＊ 

01 

 プログラム 
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Exit

キーボードレイアウト デンマーク 

フランス 

ドイツ 

イタリア 

ポルトガル 

スペイン 

スェーデン 

スイス 

イギリス 

ラテンアメリカ

日本語 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

08 

09 

10 

11 

12 

キーボード速度 

0-8 

0 : 高クロック

速度 

8 : 低クロック

速度 

00-08 

01＊ 

ファンクションキー

無効 

有効 

00 

01＊ 

数字キー 

英字キー 

数字キーパッド

(Num lock時のみ)

Alt+キーパッド

00＊ 

01 

 

02 

 

 

 
終了 
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キーボード 
 

Caps Lock: Caps ロック または Caps ロック無しを選択す

ることによって、スキャナは Caps Lock の 

状態を得ることができます。 

 

パワーオンシミュレーション: すべての PC は電源が入れら

れたときの自己テストでキーボードの状態をチェックしま

す。キーボード無しで使用している場合には 有効 にしてく

ださい。PC の電源を入れたときにキーボードタイミングとキ

ーボードがあるようにシミュレートします。 

 

文字間遅延: この遅延時間は各データ文字の間に挿入され

て送信されます。送信速度が速い場合、システムはすべての

文字を受け取ることができないかもしれません。システムが

正しく動作するように調整して適当な遅延を見つけて下さ

い。 

 

ブロック送信遅延: バーコードデータ出力間の遅延時間で

す。短いバーコードデータまたは複数フィールドスキャンを

連続して送信する場合に使用します。 
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終了

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

Caps ロック 

Caps  

ロック”ON” 

Caps  

ロック”OFF” 

00  

01＊ 

パワーオン  

シミュレーション 

無効 

有効 

00＊ 

01 

文字間遅延 

00-99 ミリ秒 

2 ミリ秒 

00-99 

02＊ 

ブロック間送信遅延

00-99  

10 ミリ秒 

00-99 

10＊ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 プログラム 
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RS-232 
 

CTS: クリアツーセンド(ハードウェア信号) 

RTS: リクエストツーセンド(ハードウェア信号) 

Xon: 送信オン(ASCII コード 1116) 

Xoff: 送信オフ(ASCII コード 1316) 

 

フローコントロール:  

なし-通信は TxD と RxD 信号のみを使用し、ハードウェアも

しくはソフトウェアのハンドシェークプロトコルはいっさ

い使用しません。 

RTS/CTS-スキャナがバーコードデータをホストコンピュー

タに送信するとき、RTS 信号を先ず出して、ホストコンピュ

ータから CTS 信号を待ち、そして通常のデータ通信を行い

ます。タイムアウト時間(応答遅延)待ってもホストコンピュ

ータから CTS 信号の応答がない場合、スキャナは 5 つの警告

ビープを出します。 

Xon/Xoff- ホストコンピュータがデータを受け入れること

ができない場合、スキャナにデータの送信を待つように 

Xoff コードを送信し、そして続けるには Xon を送信します。 

ACK/NAK- ACK/NAK プロトコルを使用する場合、スキャナは

データ送信後にホストコンピュータから ACK (了解) または 

NAK(了解できない) を待ち、そして NAK の応答として再送し

ます。 

 

文字間遅延: データ出力のデータ文字間の遅延です。キーボ

ードウェッジの 文字間遅延 と同じです。 

 

ブロック送信遅延: バーコードデータ出力間の遅延時間で

す。キーボードウェッジの ブロック間送信遅延 と同じです。 
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終了

応答遅延: この遅延はホストコンピュータからのハンドシ

ェークについてスキャナのシリアル通信待ちに使われます。 

 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

フローコントロール

なし 

RTS/CTS 

Xon/Xoff 

ACK/NAK 

00＊ 

01 

02 

03 

文字間遅延 

00-99 (ミリ秒) 00-99 

00＊ 

 

ブロック送信遅延 

00-99 (10 ミリ秒) 00-99 

00＊ 

応答遅延 

00-99  

(100 ミリ秒) 

00-99 

20＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プログラム 
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終了

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

転送速度 

300 BPS 

600 BPS 

1200 BPS 

2400 BPS 

4800 BPS 

9600 BPS 

19200 BPS 

38400 BPS 

00 

01  

02 

03 

04 

05＊ 

06 

07 

パリティ 

なし 

奇数 

偶数 

00＊ 

01 

02 

 データビット 

8 ビット 

7 ビット 

00＊ 

01 

ストップビット 

1 ビット 

2 ビット 

00＊ 

01 

 

 

 

 

 
 

 プログラム 
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スキャン 
 

スキャンモード:  

トリガ-スキャンを行うにはトリガボタンを押さなければな

りません。スキャナの光源は、正しく読みとれた場合、もし

くはスタンバイ時間 経過後に何もコードがデコードされな

かった場合にストップします。 

モーメンタリー-トリガボタンはスイッチのように働きます。

ボタンを押すとスキャンを開始し、ボタンを離すとスキャン

を停止します。 

オルタネート-トリガボタンはトグルスイッチのように働き

ます。ボタンを押すとスキャンを開始または停止します。 

タイムアウトオフ-トリガボタンはスキャンを開始するため

にオンにしなければならず、スキャナは スタンバイ時間 経

過後にデコードがされなかった場合に停止します。   

連続-スキャナは常に読み取りを続けます。トリガボタンが

押されたかどうか、あるいは時間の経過には関係ありません。 

 

同一バーコード遅延時間: バーコードが二回スキャンされ

た場合、最初のバーコードのみが有効になります。 

 

多重確認: これが有効な場合、スキャナはバーコードデータ

を複数回正しく読み取る必要があります。誤読を防ぐために

必要な回数を示します。多重確認をセットした場合、複数フ

ィールドスキャンが有効な機能は動作しません。 
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終了

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

スキャンモード 

トリガ 

モーメンタリー

オルタネート 

タイムアウトオフ

連続 

00  

01＊ 

02 

03 

04 

 

スタンバイ時間 

01-99 (秒) 00-99 

 10＊ 

 

同一バーコード遅延

時間 

01-99  

(10 ミリ秒) 

01-99 

50＊ 

 

多重確認 

00-99 

 (00: 多重確認無

し) 

00-09 

00＊ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 プログラム 
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スキャン 
グローバル最小/最大コード長: グローバル最小と最大コー

ド長はデータ入力を限定するためにセットすることができ

ます。長さは送信される実際のバーコードデータ長として定

義されます。この制限を越える長さのラベルははねられます。 

セットする最小長は最大長を超えないことを確認し、そうで

なければシンボルのラベルは読めません。特に、固定長のバ

ーコードをデコードするために最小と最大の読み取り長を

同じ値にセットすることができます。セットする値は固定長

のシンボル(EAN 等)には影響ありません。 

ノート 1): 個々のバーコードについて特別な要求がある場

合、最小/最大長をセットして下さい。 

2): グローバル最小/最大コード長をセットしたい

場合、チェックサムデジットを含んで下さい。 

反転イメージスキャン: 白/黒の背景に黒/白バーコードの

両方をスキャンする場合、スキャナに 有効 をセットします。 

CTS トリガ: この動作は外部デバイスがスキャンのコント

ロールができるようにします。CTS トリガは外部トリガ信号

を CTS 入力に入れることによってコントロールされます。こ

れが働いているとき、この信号はスキャナのトリガが押され

たとしてスキャンを開始します。 

位置表示: この機能はスキャンする前に位置のガイドを示

す光を発することができます。表示する時間をセットするこ

ともできます。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

マルチフィールドスキャン

無効 

有効 

00＊ 

01  

 プログラム 
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終了

 

グローバル最小コード長

00-63 00-63 

04＊ 

 

グローバル最大コード長

00-63 04-63 

63＊ 

 

反転イメージスキャン 

無効  

有効 

00＊ 

01 

 

CTS トリガ 

無効 

有効 

00＊ 

01  

 

位置ガイド表示 

無効 

30 秒 

60 秒 

90 秒 

120 秒 

150 秒 

180 秒 

連続 

00＊ 

01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 
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表示 
 

電源オンビープ:スキャナの電源を入れた後、自己テストが

行われたことを示すビープ音が鳴ります。 

 

LED 表示: 読み取るたびに、スキャナ上の LED は正しく読

み取ることができたことを示すために点灯します。 

 

ブザー表示: 読み取るたびに、スキャナは正しく読み取るこ

とができたことを示すためにビープ音を発します。そして 

ビープ音量、  ビープ音周波数 そして ビープ時間 は調整

可能です。 

 

ビープ音量/ビープ周波数/ビープ時間:  読み取り時の  

ビープ音量 、 ビープ音周波数 と ビープ時間 は好みに合

わせて調整することができます。 
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終了

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

電源オンビープ 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

LED 表示 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

ブザー表示 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

ビープ音量 

00-07 00-07 

07＊ 

 

ビープ音周波数 

00-99 (100Hz) 00-99 

  26＊ 

 

ビープ時間 

00-99  

(10 ミリ秒) 

00-99 

10＊ 

 

 

 

                                                     

 プログラム 
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UPCA 
 

読み取り: フォーマット 

先頭 

ゼロ 

データ桁 

(11 桁) 

チェック

デジット

チェックサム送信: 有効をセットすることによって、 チェ

ックサムが送信されます。 

先頭桁/末尾桁切り捨て: バーコードデータ文字の先頭桁ま

たは末尾桁がゼロ以外にセットされている場合、これらの値

は捨てられます。切り捨てられる値がバーコード桁以上、あ

るいは「先頭切り捨て」の値が「末尾切り捨て」と重なって

いる場合読み取る代わりにビープ音を出します。切り捨てら

れる最大桁数は 15 です。 

コード ID 設定: コード ID 設定 は連続して読み取るシン

ボルを表すために使用される文字です。 コード ID 設定 は

この機能が選択された場合に送信される開始または終了デ

ータのプリフィックスです。コード ID を送信したい場合、

先ずコード ID 送信を 有効 にする必要があります。コード 

ID 送信をご覧下さい。 

挿入グループ選択: スキャナは自身のシンボルについて一

つまたは二つの挿入グループを提供しています。挿入したい

グループを表すために一桁、もしくは二桁をセットします。

文字挿入をご覧下さい。 

例:  グループ 2 →  02 または 20 をセット 

グループ 1 と 4 → 14 または 41 をセット  

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

読み取り 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 プログラム 



 25
終了

 

チェックサム検証 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

チェックサム送信 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

最大コード長 

00-64 00-64 

64＊ 

 

最小コード長 

00-64 00-64 

01＊ 

 

先頭切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

 

末尾切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

 

コード ID 設定 

00-ffH 

ASCII  

コード 

00-ffH 

< A >＊ 

 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

  00＊ 
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終了

UPCA                                                                   
 

補助桁: 補助桁バーコードは、WPC(EAN/JAN/UPC) コードの 2

または 5 文字の補助桁です。 

フォーマット 

先頭ゼロ
データ桁

(11 桁)

チェック

桁 

補助桁 

2 または 5 または

UCC / EAN 128 

 

先頭ゼロ切り捨て: UPCAデータ文字の先頭の”0” 桁はこの

機能が有効な場合には切り捨てられます。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

補助桁 

なし 

2 桁 

5 桁 

UCC/EAN 128 

自動検出 

00＊ 

01  

02 

03 

04 

 

先頭桁ゼロ切り捨て 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

The 

 
 
 
 
 
 

 プログラム 
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終了

UPCE 
 

読み取り: フォーマット 

先頭ゼロ
データ桁 

 (6 桁) 

チェック

デジット

チェックサム検証: EAN-13 のチェックサムはオプションで、

データ桁の数値の和として作られます。 

チェックサム送信: 有効をセットすることによって、 チェ

ックサムが送信されます。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

読み取り 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

チェックサム検証 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

チェックサム送信 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

 
 
 
 
 
 
 

 プログラム 
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UPCE 
 

先頭桁/末尾桁切り捨て: UPCAの先頭桁/末尾桁切り捨てをご

覧下さい。 

 

コード ID セット: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 

補助桁: 

フォーマット 

先頭ゼロ
データ桁

(6 桁) 

チェック

デジット 

補助桁 

2 または 5 または

UCC/EAN 128 

 

先頭ゼロ切り捨て: UPCA の先頭ゼロ切り捨てをご覧下さい。 

 

拡張: 拡張機能は UPCE と EAN-8 コード読み取りでのみ使

用されます。これはこの機能が有効な場合、”0”の桁で 13

桁に拡張します。 

例: バーコード “0123654” 

出力: “0012360000057” 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数キー 

 

先頭切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

 

末尾切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

 プログラム
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終了

 

コード ID 設定 

00-ffH ASCII  

コード 

00-ffH 

< E >＊ 

 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

00＊ 

 

補助桁 

なし 

2 桁 

5 桁 

UCC/EAN 128 

自動検出 

00＊ 

01  

02 

03 

04 

 

先頭ゼロ切り捨て 

無効 

有効 

00＊ 

01  

 

拡張 

無効 

有効 

00＊ 

01  
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EAN-13(JAN-13) 
 

読み取り: フォーマット 

データ桁 (12 桁) チェックデジット

チェックサム検証: EAN-13 のチェックサムはオプションで、

データ桁の数値の和として作られます。 

 

チェックサム送信: 有効をセットすることによって、チェッ

クサムが送信されます。 

 

最小/最大コード長: 各シンボルは独自の最小/最大コード

長があります。これらはデータ入力を限定するためにセット

することができます。これらの最小/最大コード長がゼロの

場合、グローバル最大/最小長が基本です。長さは送信され

る実際のバーコードデータ長として定義されます。これらの

制限を超える長さのラベルははねられます。最小長の設定が

最大長の設定を超えない、あるいはそうでなければこのシン

ボルのすべてのラベルは読みとれません。特に、固定長のバ

ーコードをデコードするために最小と最大の両方を同じ値

にすることができます。 

 

先頭/末尾切り捨て: UPCAの先頭/末尾切り捨てをご覧下さい。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

読み取り 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

チェックサム検証 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 プログラム 
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終了

 

チェックサム送信 

無効 

有効 

00 

01＊ 

最大コード長 

00-64 00-64 

64＊ 

最小コード長 

00-64 00-64 

01＊ 

 

先頭切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

 

末尾切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 
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EAN-13 
 

コード ID 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 

補助桁:  

フォーマット 

データ桁 

(12 桁) 

チェック

デジット 

補助桁 

 2 または 5 または

UCC / EAN 128 

 

ISBN/ISSN: ISBN (International Standard Book Number) と 

ISSN (International Standard Serial Number) は書籍と雑

誌用のバーコードです。ISBN は先頭が“978” の 10 桁、そ

してISSN は“EAN-13”シンボルの先頭が”977”の8桁です。 

 

例: バーコード “9789572222720” ‒ 出力: 

“9572222724” 

例: バーコード “9771019248004” ‒ 出力: “10192484” 
 
 
 
 
オプションバーコード オプション 英数入力 

 

コード ID 設定 

00-ffH ASCII  

コード 

00-ffH 

< F >＊ 

 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

00＊ 

 プログラム
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終了

 

補助桁 

なし 

2 桁 

5 桁 

UCC/EAN 128 

自動検出 

00＊ 

01  

02 

03 

04 

 

ISBN/ISSN 変換 

無効 

有効 

00＊ 

01 
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EAN-8(JAN-8) 
 

読み取り: フォーマット 

データ桁 

(7 桁) 

チェック 

デジット 

チェックサム検証: EAN-8 のチェックサムはオプションで、

データ桁の値の和として作られます。 

チェックサム送信:  有効をセットすることによって、チェ

ックサムが送信されます。 

最小/最大コード長: EAN-13の最小/最大コード長をご覧下さ

い。 

先頭/末尾切り捨て: UPCAの先頭/末尾切り捨てをご覧下さい。 

コード ID 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ設定をご覧下さい。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

読み取り 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

チェックサム検証 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

チェックサム送信 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 プログラム 
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終了

 

最大コード長 

00-64 00-64 

64＊ 

最小コード長 

00-64 00-64 

01＊ 

 

先頭切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

 

末尾切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

 

コード ID 設定 

二文字 

00-ffH ASCII  

コード 

00-ffH, 00-ffH

< FF >＊ 

 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

 00＊ 
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終了

EAN-8 
 

補助桁: フォーマット 

データ桁 

(7 桁) 

チェック

デジット

補助桁 

2 または 5 または

UCC/EAN 128 

 

先頭ゼロ切り捨て: UPCE の先頭ゼロ切り捨てをご覧下さい。 

 

拡張: UPCE の拡張をご覧下さい。 

 
 
 
オプションバーコード オプション 英数入力 

 

補助桁 

なし 

2 桁 

5 桁 

UCC/EAN 128 

自動検出 

00＊ 

01  

02 

03 

04 

 

先頭ゼロ切り捨て 

無効 

有効 

00＊ 

01  

 

拡張 

無効 

有効 

00＊ 

01  

 
 
 
 
 
 

 プログラム 
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終了

Code 39 
 

読み取り: フォーマット 

  

スタート

“★”

データ桁 

(可変長) 

チェックサム

(オプション)

エンド

“★”

 

チェックサム検証: Code-39のチェックサムはオプションで、

データ桁の数値の和の Module 43 として作られます。 

 

チェックサム送信: 有効を設定することによって、チェック

サムが送信されます。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数 

 

読み取り 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

チェックサム検証 

無効 

有効 

00＊ 

01  

 

チェックサム送信 

無効 

有効 

00＊ 

01  

 

 
 

 プログラム 
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Code 39 
 

最小/最大コード長: 各シンボルは独自の最小/最大コード

長を持っています。これらはデータ入力を限定するためにセ

ットすることができます。これらの最大/最小コード長がゼ

ロの場合、グローバル最大/最小長が基本です。長さは送信

される実際のバーコードデータ長として定義されます。 こ

れらの制限を超える長さのラベルははねられます。最小長の

設定が最大長の設定を超えないかを確認し、あるいはそうで

なければシンボルのすべてのラベルは読めません。特に、 固

定長バーコードのデコードは最小と最大の両方に同じ値を

とります。 

 

先頭/末尾切り捨て: UPCAの先頭/末尾切り捨てをご覧下さい。 

 

コード ID 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 

フォーマット: Full ASCII コード-39 は、全 ASCII コード

を表す合計 128 文字を持つデータで、Code39 の強化版です。

これは英字(A から Z)と一桁 +、 %、 $ と / を組み合わせ

たものです。 

 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

最大コード長 

00-64 00-64 

00＊ 

 プログラム 
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終了

 

 

最小コード長 

00-64 00-64 

00＊ 

 

先頭桁切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

 

末尾桁切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

 

コード ID 設定 

00-ffH ASCII 

code 

00-ffH 

<＊> 

 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

00＊ 

 

フォーマット 

標準 

全 ASCII 

00＊ 

01 
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終了

Code 39 
 

追加: この機能は複数のシンボルを結合し一つのデータ入

力として扱うことができます。スキャナは組み込まれた追加

コード(Code-39 ではスペース)は送信しません。有効 がセッ

トされ、他のシンボルが再度追加コードと共に読み込まれた

場合、コードはコード ID、プリアンブルとプリフィックスな

しに送信されます。シンボルが追加コードなしにデコードさ

れた場合、データはコード ID とプリフィックスなしに送信

されますが、ポストアンブル・サフッィクスコードは追加さ

れます。この機能は Code 39 の最初がスペースの場合に使用

されます。 例: □123456. 

 

開始/終了文字送信: Code-39の開始と終了文字は“★”です。 

二つの “★”を含むすべてのデータ桁を送信することがで

きます。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

追加 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 

開始/終了文字 

送信 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 

 

 

 プログラム 



 41

終了

 Interleaved 2 of 5                                  
 

読み取り: フォーマット 

データ桁 

 (可変長) 

チェックサム 

(オプション) 

 

チェックサム検証: チェックサムはすべてのデータ桁の数

値の和の modulo 10 として作られます。 

 

チェックサム送信:  有効 を設定することにより、チェック

サムが送信されます。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

読み取り 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

チェックサム検証 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

チェックサム送信 

無効 

有効 

00＊ 

01  

 

                                               

 

 

 

 プログラム 
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Interleaved 2 of 5 
 

最小/最大長: Code-39 の最小/最大長をご覧下さい。 

 

先頭/末尾文字切り捨て: UPCAの先頭/末尾文字切り捨てをご

覧下さい。 

 

コード ID 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

最大コード長 

00-64 00-64 

00＊ 

 

最小コード長 

00-64 00-64 

00＊ 

 

先頭文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

 

末尾文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

 プログラム 
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終了

 

 

コード ID 設定 

00-ffH  

ASCII コード 

00-ffH 

< i >＊ 

 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

00＊ 
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Industrial 2 of 5 
 

読み取り: フォーマット 

データ桁 

(可変長) 

チェックサム 

(オプション) 

 

最小/最大コード長: Code-39 の最小/最大コード長をご覧下

さい。 

 

先頭/末尾文字切り捨て: UPCAの先頭/末尾文字切り捨てをご

覧下さい。 

 

コード ID 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

読み取り 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 

最大コード長 

00-64 00-64 

00＊ 

 

最小コード長 

00-64 00-64 

00＊ 

 プログラム 
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終了

 

 

先頭文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

 

末尾文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

 

コード ID 設定 

00-ffH  

ASCII コード 

00-ffH 

< i >＊ 

 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

00＊ 
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Matrix 2 of 5 Eur 
 

読み込み: フォーマット  

データ桁 

(可変長) 

チェックサム

(オプション)

チェックサム検証: チェックサムはすべてのデータ桁の数

値の和の Modulo 10 として作られます。 

チェックサム送信:  有効 をセットすることによって、チェ

ックサムが送信されます。 

最小/最大コード長: Code-39 の最小/最大コード長をご覧下

さい。 

先頭/末尾文字切り捨て: UPCAの先頭/末尾文字切り捨てをご

覧下さい。 

コード ID 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

読み取り 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 

 

 チェックサム検証 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 

 

 チェックサム送信 

無効 

有効 

00＊ 

01  

 

 プログラム
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終了

 

最大コード長  

00-64 00-64 

00＊ 

 

 

最小コード長  

00-64 00-64 

00＊ 

 

 

先頭桁切り捨て  

0-15 00-15 

00＊ 

 

 

末尾桁切り捨て  

0-15 00-15 

00＊ 

 

 

コード ID 設定  

00-ffH  

ASCII コード 

00-ffH 

< B >＊ 

 

挿入グループ選択 

00-44 00- 44 

00＊ 
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Codabar(NW7) 
 

読み取り: フォーマット 

 

チェックサム検証: チェックサムはすべてのデータ桁の数

値の和の module 16 として作られます。 

 

チェックサム送信:  有効をセットすることによって、チェ

ックサムが送信されます。 

 

最小/最大コード長: Code-39 の最大/最小コード長をご覧下

さい。 

 

先頭/末尾文字切り捨て: UPCAの先頭/末尾文字切り捨てをご

覧下さい。 

 

コード ID 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

読み取り 

無効 

有効 

00＊ 

01  

 

チェックサム検証 

無効 

有効 

00＊ 

01 

開始 データ桁(可変) 
チェックサム  

(オプション) 
終了

 プログラム 
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終了

 

 

チェックサム送信 

無効 

有効 

00＊ 

01 

最大コード長  

00-64 00-64 

00＊ 

最小コード長  

00-64 00-64 

00＊ 

先頭文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

末尾文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

コード ID 設定  

00-ffH  

ASCII コード 

00-ffH 

< % >＊ 
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終了

Codabar(NW7) 
 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 

開始/終了タイプ: Codabar は 4 つの開始/終了パターンがあ

ります。アプリケーションにあった一組を選択することがで

きます。 

 

送信開始/終了: Code 39 の送信開始/終了をご覧下さい。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

00＊ 

開始/終了タイプ 

   

ABCD/ABCD 

abcd/abcd 

ABCD/TN*E 

Abcd/tn*e 

00＊ 

01 

02 

03 

送信開始/終了 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 

 

 
 
 
 

 プログラム 
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終了

Code-128 
 

読み取り: フォーマット  

データ桁 

(可変) 

チェックサム

(オプション)

 

チェックサム検証: チェックサムはすべてのデータ桁の和

の Modulo 103 として作られます。 

 

チェックサム送信: 有効をセットすることによって、チェッ

クサムが送信されます。 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

読み取り 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

チェックサム検証 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

チェックサム送信 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 

 

 

 

 

 

 プログラム 
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Code-128 
 

最小/最大コード長: Code-39 の最小/最大コード長をご覧下

さい。 

先頭/末尾文字切り捨て: UPCAの先頭/末尾文字切り捨てをご

覧下さい。 

コード ID 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

フォーマット: Code-128 は、FNC1 文字で始まる場合 

UCC/EAN-128 フォーマットに変換されます。最初の FNC1 は

“]C1”に変換され、フィールド区切りコード <GS>(1D16)が

続きます。 

]C1 データ <GS> データ チェックサム

追加: この機能が有効な場合、スキャナが FNC2 コードを含

むバーコードを読んだ場合すぐにデータを表示しません。

FNC2 コードがないバーコードを読むまですべてのデータを

表示します。 

フィールド分離子コード: この機能は UCC/EAN-128 フォー

マットにのみ使用されます。この フィールド分離子コード 

は、二番目の、もしくは FNC1 の後に再指定できることを意

味します。標準の ASCII コードは<GS>(1D16)です。 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

最大コード長  

00-64 00-64 

00＊ 

 

最小コード長 

00-64 00-64 

00＊ 

 プログラム 
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終了

 

 

先頭文字切り捨て  

0-15 00-15 

00＊ 

 

末尾文字切り捨て  

0-15 00-15 

00＊ 

 

コード ID 設定  

00-ffH  

ASCII コード

00-ffH 

< # >＊ 

 

挿入グループ選択  

00-44 00-44 

00＊ 

 

フォーマット   

標準 

UCC/EAN-128 

00＊ 

01 

 

追加 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 

UCC/EAN-128 ID 設定

00-ffH  

ASCII コード

00-ffH 

< # >＊ 

 

フィールド分離子コード

00-ffH  

ASCII コード

00-ffH 

 1DH＊ 
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Code-93 
 

読み取り: フォーマット  

データ桁

(可変) 

チェックサム 1

(オプション)

チェックサム 2

(オプション)

チェックサム検証: チェックサムはすべてのデータ桁の和

の Modulo 47 として作られます。 

チェックサム送信: 有効 をセットすることによって、チェ

ックサムが送信されます。 

最小/最大コード長: Code-39 の最小/最大コード長をご覧下

さい。 

先頭/末尾文字切り捨て: UPCAの先頭/末尾文字切り捨てをご

覧下さい。 

コード Id 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

 

読み取り 

無効 

有効 

00＊ 

01  

 

チェックサム検証 

無効 

有効(二桁) 

00 

01＊ 

 

チェックサム送信 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 プログラム 
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終了

 

最大コード長  

00-64 00-64 

00＊ 

 

最小コード長  

00-64 00-64 

00＊ 

 

先頭文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

 

末尾文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

 

コード ID 設定  

00-ffH  

ASCII コード 

00-ffH 

< & >＊ 

 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

00＊ 
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Code-11 
 

読み取り: フォーマット  

データ桁

(可変) 

チェックサム 1

(オプション)

チェックサム 2

(オプション)

チェックサム検証: チェックサムはすべてのデータ桁の和

の Module 11 として作られます。 

チェックサム送信: 有効 を設定することによって、チェッ

クサム 1とチェックサム 2は選択したチェックサム検証の方

法で送信されます。 

最小/最大コード長: Code-39 の最大/最小コード長をご覧下

さい。 

先頭/末尾桁切り捨て: UPCAの先頭/末尾桁切り捨てをご覧下

さい。 

コード ID 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

読み取り 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 

チェックサム検証 

無効 

1 桁 

2 桁 

00 

01＊ 

02 

 チェックサム送信 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 プログラム 
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終了

最大コード長 

00-64 00-64 

00＊ 

最小コード長  

00-64 00-64 

00＊ 

先頭文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

末尾文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

コード ID 設定 g 

00-ffH  

ASCII コード 

00-ffH  

< O >＊ 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

00＊ 
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MSI/plessey 
読み取り: フォーマット  

データ桁

(可変) 

チェックサム 1

(オプション)

チェックサム 2

(オプション)

チェックサム検証: MSI/Plessey は一つまたは二つのオプシ

ョンチェックデジットを持っています。チェックサムは 3つ

の方法 Mod10、 Mod10/10 と Mod 11/10 で表されます。チ

ェックサム 1 とチェックサム 2 はデータ桁の和の Module 10

または 11 として計算されます。 

チェックサム送信: 有効をセットすることによって、チェッ

クサム 1とチェックサム 2は選択したチェックサム検証の方

法で送信されます。 

最小/最大コード長: Code-39 の最小/最大コード長をご覧下

さい。 

先頭/末尾文字切り捨て: UPCAの先頭/末尾文字切り捨てをご

覧下さい。 

コード ID 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

読み取り 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 

チェックサム検証

無効 

Mod 10 

Mod 10/10 

Mod 11/10 

00＊(8110) 

01＊(8150/8210)

02 

03 

 プログラム 
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終了

 

チェックサム送信 

無効 

有効 

00＊ 

01 

最大コード長  

00-64 00-64 

00＊ 

最小コード長  

00-64 00-64 

00＊ 

先頭文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

末尾文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

コード ID 設定  

00-ffH  

ASCII コード 

00-ffH  

< @ >＊ 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

00＊ 
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UK/plessey 
 

読み取り: フォーマット  

データ桁 

(可変長) 

チェックサム 1+2

(オプション) 

チェックサム検出: UK/Plessey は一つ、もしくは二つのチ

ェックサム桁を持っています。チェックサム 1 とチェックサ

ム 2 はデータ桁の和の Module 10 または 11 として計算され

ます。 

チェックサム送信: 有効をセットすることによって、チェッ

クサムが送信されます。 

最小/最大コード長: Code-39 の最小/最大コード長をご覧下

さい。 

先頭/末尾文字切り捨て: UPCAの先頭/末尾文字切り捨てをご

覧下さい。 

コード ID 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

読み取り 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 

チェックサム検証 

無効 

有効 

00 

01＊ 

 

チェックサム送信 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 プログラム 
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終了

最大コード長  

00-64 00-64 

00＊ 

最小コード長 

00-64 00-64 

00＊ 

先頭文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

末尾文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

コード ID 設定  

00-ffH  

ASCII コード 

00-ffH 

< @ >＊ 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

00＊ 
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Telepen 
 

読み取り: IATA (International Air Transport Association) 

チェックサム検証: チェックサムはデータ桁の和の Module 

10 または 11 として作られます。 

チェックサム送信: 有効を設定することによって、チェック

サムが送信されます。 

最小/最大コード長: Code-39 の最小/最大コード長をご覧下

さい。 

先頭/末尾文字切り捨て: UPCAの先頭/末尾文字切り捨てをご

覧下さい。 

コード ID 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

読み取り 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 

チェックサム検証 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 

チェックサム送信 

無効 

有効 

00＊ 

01 

最大コード長  

00-64 00-64 

00＊ 

 プログラム 
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終了

最小コード長  

00-64 00-64 

00＊ 

先頭文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

末尾文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

コード ID 設定  

00-ffH  

ASCII コード 

00-ffH 

< S >＊ 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

00＊ 

フォーマット 

数字のみ 

全 ASCII のみ 

00＊ 

01 
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Standard 2 of 5 
 

読み取り: フォーマット  

データ桁 

(可変長) 

チェックサム 1

(オプション)

 

最小/最大コード長: Code-39 の最小/最大コード長をご覧下

さい。 

 

先頭/末尾文字切り捨て: UPCAの先頭/末尾文字切り捨てをご

覧下さい。 

 

コード ID 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

読み取り 

無効 

有効 

00＊ 

01 

最大コード長  

00-64 00-64 

00＊ 

最小コード長  

00-64 00-64 

00＊ 

 プログラム 
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終了

 

先頭文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

末尾文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

コード ID 設定  

00-ffH  

ASCII コード 

00-ffH  

< i >＊ 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

00＊ 
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China Post 
 
読み取り: フォーマット  

データ桁 

(可変) 

チェックサム 1

(オプション)

 

最小/最大コード長: Code-39 の最小/最大コード長をご覧下

さい。 

 

先頭/末尾文字切り捨て: UPCAの先頭/末尾文字切り捨てをご

覧下さい。 

 

コード ID 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 
 
 
 
オプションバーコード オプション 英数入力 

読み取り 

無効 

有効 

00＊ 

01 

最大コード長  

00-64 

 

 

00-64 

11＊ 

 

最小コード長 

00-64 

 

 

00-64 

11＊ 

 

 プログラム 
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終了

 

先頭文字切り捨て 

0-15 

 

 

00-15 

00＊ 

 

末尾文字切り捨て 

0-15 

 

 

00-15 

00＊ 

 

コード ID 設定  

00- ffH  

ASCII コード 

 

 

00-ffH  

< t >＊ 

挿入グループ選択 

00-44 

 

 

01-44 

00＊ 
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Italian Pharmacy Code 
 
読み取り: フォーマット  

データ桁 

(可変長) 

チェックサム 1

(オプション)

 

最小/最大コード長: Code-39の最大最小コード長をご覧下さ

い。 

 

先頭/末尾文字切り捨て: UPCAの先頭/末尾文字切り捨てをご

覧下さい。 

 

コード ID 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 

先頭文字 “A”: この機能が有効な場合、各データのプリフ

ィックスは A となります。 
 
 
 
 
オプションバーコード オプション 英数入力 

読み取り 

無効 

有効 

00＊ 

01 

最大コード長 

00-64 

 

 

00-64 

10＊ 

 

 プログラム 
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終了

 

最小コード長  

00-64 

 

 

00-64 

09＊ 

 

先頭文字切り捨て 

0-15 

 

 

00-15 

00＊ 

 

末尾文字切り捨て 

0-15 

 

 

00-15 

00＊ 

 

コード ID 設定  

00- ffH  

ASCII コード 

 

 

01-ffH  

< p >＊ 

挿入グループ選択 

00-44 

 

 

00-44 

00＊ 

先頭文字 “A” 

無効 

有効 

00＊ 

01 
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終了

PDF-417 
 

先頭/末尾文字切り捨て: UPCAの先頭/末尾文字切り捨てをご

覧下さい。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

読み取り 

無効 

有効 

00 

01＊ 

先頭文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

末尾文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 プログラム 
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終了

PDF-417 
 

コード Id 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

 

挿入グループ選択: UPCA のグループ選択をご覧下さい。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

コード ID 設定 

00-ffH  

ASCII コード 

00-ffH  

<  >＊ 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

00＊ 

*QAJ*

エスケープ 

シーケンス送信 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 
 
 

 プログラム 
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RSS-14 
 

読み取り: フォーマット  

データ桁 

(可変長) 

チェックサム 1

(オプション)

 

先頭/末尾文字切り捨て: UPCAの先頭/末尾文字切り捨てをご

覧下さい。 

 

コード Id 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 

UCC/EAN 128 エミュレーション: 送信を参照、Code ID 送信

は AIM ID 有効としてセットしなければなりません。そし

て ]C1 がバーコードデータ送信のプリフィックスとされま

す。 

 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

読み取り 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 プログラム 
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終了

 

先頭文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

末尾文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

コード ID 設定  

00-ffH  

ASCII コード 

00-ffH  

< R4>＊ 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

00＊ 

UCC/EAN128 エミュ

レーション 

無効 

有効 

00* 

01 
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RSS-Limited 
 

読み取り: フォーマット  

データ桁 

(可変長) 

チェックサム 1

(オプション)

 

先頭/末尾文字切り捨て: UPCAの先頭/末尾文字切り捨てをご

覧下さい。 

 

コード Id 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 

UCC/EAN 128 エミュレーション: RSS-14 の UCC/EAN 128 エ

ミュレーションをご覧下さい。 

 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

読み取り 

無効 

有効 

00＊ 

01 

先頭文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

末尾文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

 プログラム 
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終了

コード ID 設定  

00-ffH  

ASCII コード 

00-ffH  

< RL>＊ 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

00＊ 

UCC/EAN128 エミュ

レーション 

無効 

有効 

00* 

01 
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RSS-Expanded 
 

読み取り: フォーマット  

データ桁 

(可変長) 

チェックサム 1

(オプション)

 

最大/最小コード長: Code39の最大/最小コード長をご覧下さ

い。 

 

先頭/末尾文字切り捨て: UPCAの先頭/末尾文字切り捨てをご

覧下さい。 

 

コード Id 設定: UPCA のコード ID 設定をご覧下さい。 

 

挿入グループ選択: UPCA の挿入グループ選択をご覧下さい。 

 

UCC/EAN 128 エミュレーション: RSS-14 の UCC/EAN 128 エ

ミュレーションをご覧下さい。 

 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

読み取り 

無効 

有効 

00＊ 

01 

最大コード長 

00-99 00-99 

99* 

 プログラム 
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終了

 

最小コード長 

00-99 00-99 

01* 

先頭文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

末尾文字切り捨て 

0-15 00-15 

00＊ 

コード ID 設定  

00-ffH  

ASCII コード 

00-ffH  

< RX>＊ 

挿入グループ選択 

00-44 00-44 

00＊ 

UCC/EAN128 エミュ

レーション 

無効 

有効 

00* 

01 
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文字列の操作 
プリフィックス文字: 最大 22 ASCII 文字をデータ桁の前に

送ることができます。 

プリフィックス データ桁 サフッィクス

サフィックス文字: 最大 22 ASCII 文字をデータ桁の後に送

ることができます。 

プリアンブル/ ポストアンブル文字: 各バーコードがデコ

ードされたときに自動的に追加されます。 

例:  

すべてのシンボルにプリフィックス/サフィックスまたはプ

リアンブル/ポストアンブルを追加します。この例では、す

べてのシンボルについてプリフィックスとして$記号を送信

します。 

ステップ: 

1) プログラム と プリフィックス文字設定 バーコードを

スキャンします。 

2) $→24 の値を探すために ASCII コード表を使用します。 

3) 最終ページのバーコードから 2 と 4 をスキャンします。  

4) 最終ページの 入力終わり バーコードをスキャンします。 

5)  終了 バーコードをスキャンします。 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

プリフィックス文字

設定 

なし 

1-22 文字 

00＊ 

00-ffH ASCII 

コード 

サフッィクス文字 

設定 

なし 

1-22 文字 

0D＊ 

00-ffH ASCII 

コード 

 プログラム 
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終了

プリアンブル文字 

設定 

なし 

1-22 文字 

00＊ 

00-ffH ASCII 

コード 

ポストアンブル文字

設定 

なし 

1-22 文字 

00＊ 

00-ffH ASCII 

コード 

G1 文字挿入設定 

なし 

1-22 文字 

00＊ 

00-ffH ASCII 

コード 

G2 文字挿入設定 

なし 

1-22 文字 

00＊ 

00-ffH ASCII 

コード 

G3 文字挿入設定 

なし 

1-22 文字 

00＊ 

00-ffH ASCII 

コード 

G4 文字挿入設定 

なし 

1-22 文字 

00＊ 

00-ffH ASCII 

コード 
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文字列の操作 
 

G1/G2/G3/G4 文字挿入設定: スキャナはシンボル中に4箇所、

4 文字を挿入することができます。 

例: バーコード “1 2 3 4 5 6”.  

出力- バーコード “1 2 A B 3 4 C D 5 6”. 

ステップ: 

1) プログラム と G1 文字挿入設定 バーコードをスキャン

します。 

2) A→41,B→ 42 の値を探すために ASCII コード表を使用し

ます。 

3) 最終ページのバーコードから 4, 1 と 4, 2 をスキャン

します。 

4) 最終ページの 入力終わり をスキャンします。 

5) G2 文字挿入設定で同じく繰り返します。 

6) 終了 バーコードをスキャンします。 

7) データをグループ 1-4 の位置に挿入します。65 ページの

送信の章と使用したいバーコードを参照して下さい。 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

G1 文字挿入設定 

なし 

1-22 文字 

00＊ 

00-ffH ASCII 

コード 

G2 文字挿入設定 

なし 

1-22 文字 

00＊ 

00-ffH ASCII 

コード 

G3 文字挿入設定 

なし 

1-22 文字 

00＊ 

00-ffH ASCII 

コード 

 プログラム 
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終了

G4 文字挿入設定 

なし 

1-22 文字 

00＊ 

00-ffH ASCII 

コード 
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送信 
 

プリアンブル送信: 有効 を設定することにより、プリアン

ブルは送信されるデータの前に追加されます。 

 

ポストアンブル送信: 有効 を設定することにより、ポスト

アンブルは送信されるデータの後に追加されます。  

 

データグループ 1-4 挿入位置: スキャナはシンボル間の 4

箇所に挿入することができます。位置の標準値は“00”で、

文字を挿入しないことを示しています。挿入位置がシンボル

の大きさを超えていないことをご確認下さい。そうでないと

挿入データは無効になります。 

 

コード ID 位置: 使用する上で、コード ID の送信位置は送

信時に コードデータの前 または コードデータの後 のい

ずれに置くかを選択することができます。 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

プリアンブル送信 

無効 

有効 

00＊ 

01 

ポストアンブル送信

無効 

有効 

00＊ 

01 

 プログラム 
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終了

 

データグループ挿入

位置 1  

00-64 

(00: 挿入無し)

00-64 

00＊ 

データグループ挿入

位置 2  

00-64  

(00: 挿入無し)

00-64 

00＊ 

データグループ挿入

位置 3  

00-64  

(00: 挿入無し)

00-64 

00＊ 

データグループ挿入

位置 4  

00-64  

(00: 挿入無し)

00-64 

00＊ 

コード ID 位置 

コードデータの前

コードデータの後

 

00＊ 

01 
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送信 
 

コード ID 送信: アプリケーションがコード ID の送信を必

要とする場合、固有 ID または AIM ID をこれにセットしなけ

ればなりません。 

 

コード長送信: 有効 が選択された場合、コードデータの前

にデータの桁数が送信されます。バーコードの全長は先頭/

末尾文字切り捨てを除いたバーコードデータの長さです。 

長さは二桁の数です。 

 

コード名送信: この機能はスキャナのすべての読み込み可

能なシンボルを含む未知のバーコードシンボルを表示しま

す。有効が選択された場合、コード名はコードデータの前に

送信され、どの種類のバーコードシンボルかを知ることがで

きます。 

 

大小文字変換: バーコードについて、アルファベットを大文

字または小文字のいずれかにセットすることができます。 

 

 

 

 

 

 

オプションバーコード オプション 英数入力 

コード ID 送信 

無効 

固有 ID 

AIM ID 

00＊ 

01 

02 

コード長送信 

無効 

有効 

00＊ 

01 

 プログラム 
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終了

コード名送信 

無効 

有効 

00＊ 

01 

大小文字変換 

 

無効 

大文字 

小文字 

*バーコードデー

タのみ 

00＊ 

01 

02 

 

 

 

 

 

バーコードデータの送信フォーマット:  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリフィ

ックス 
名前

プリ 

アンブル
ID コード

 

バーコード 

データ 

ID
ポスト 

アンブル

サフィ

ックス

挿入グループ 
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テストチャート 

 

      CODABAR-PARA 

 

        CODE-11 PARA 

 

        CODE-128 PARA 

 

       CODE-39 PARA 

 

       CODE-93 PARA 

 

          EAN-13 PARA 
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        STANDARD-25 PARA 

 

        EAN-8 PARA 

 

 

 

       INDUSTRIAL-25 PARA 

 

 

         UPCE PARA 

 

 

 

 

       INTERLEAVED-25 PARA 
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      MATRIX 25 PARA 

 

        MSI/PLESSEY PARA 

 

        UPCA PARA 

 

UK/PLESSEY PARA 

 

 

 

       PDF417 

 

 

 

 
 

 



 89

ASCII コード表  ノート:   キーボードウェッジのみ 

L    H 0 1 0 1 

0 Null  NUL DLE 

1 Up F1 SOH DC1 

2 Down F2 STX DC2 

3 Left F3 ETX DC3 

4 Right F4 EOT DC4 

5 PgUp F5 ENQ NAK 

6 PgDn F6 ACK SYN 

7  F7 BEL ETB 

8 Bs F8 BS CAN 

9 Tab F9 HT EM 

A  F10 LF SUB 

B Home Esc VT ESC 

C End F11 FF FS 

D Enter F12 CR GS 

E Insert Ctrl+ SO RS 

F Delete Alt+ SI US 

L      H 2 3 4 5 6 7 

0 SP 0 @ P ` p 

1 ! 1 A Q a q 

2 “ 2 B R b r 

3 # 3 C S c s 

4 $ 4 D T d t 

5 % 5 E U e u 

6 & 6 F V f v 

7 ‘ 7 G W g w 

8 ( 8 H X h x 

9 ) 9 I Y i y 

A ★ : J Z j z 

B + ; K [ k ﹛ 

C ， < L ＼ l ︱ 

D - = M ] m ﹜ 

E . > N ^ n ～ 

F / ? O _ o DEL 
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パラメータ設定リスト 
 

 

 プログラム 

 

 

 

バーコード標準パラメータ設定リスト 

ホストコンピュータに接続されている MZ320の現在の設定を

表示したい場合、バーコード標準パラメータ設定リストのバ

ーコードをスキャンします。 

 

  

 

 

ユニークパラメータリスト  

ユニークパラメータ設定リストを表示したい場合、ユニーク

パラメータリストバーコードをスキャンします。 

 

 

 

 

システムパラメータ設定リスト 

ホストコンピュータに接続されているMZ320の製品情報とリ

ビジョン番号を表示したい場合、システムパラメータ設定リ

ストのバーコードをスキャンします。 
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終了 

 

 

 

文字列設定リスト 

文字列フォーマットリストを表示したい場合、文字列設定リ

ストのバーコードをスキャンします。 

 

 

 

ファームウェアバージョンリスト 

ファームウェアバージョンを表示したい場合、ファームウェ

アバージョンリストをスキャンします。 

 

 

 

 

注意: 標準値への初期化 

MS-320 を工場出荷時の標準設定に戻したい場合は、標準値

に初期化のバーコードをスキャンします。 

 

 

  

        

 
 



 92

英数入力 

 

 

 

 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

A 

B 

C 

入力終わり 

F 

E 

D 




